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平成２９年度 総務・通学部会 中間報告 

 

１ 開催について 

 下記のとおり開催した。 

回数 開催日／場所 協議事項 

第５回 

平成 29 年 6 月 7 日（水） 

午後 7 時～ 

小川文化センターアピオス 

２階 会議室 

（1）副部会長の選出 

（2）本年度スケジュール（案）について 

（3）スクールバスの利用基準について 

（4）体操服等の使用について 

第６回 

平成 29 年 6 月 28 日（水） 

午後 7 時～ 

小川総合支所 大会議室 

（1）スクールバスの運行計画案について 

（2）校歌の作成方法について 

第７回 

平成 29 年 7 月 11 日（火） 

午後 7 時～ 

小川総合支所 大会議室 

（1）校章の作成について 

（2）スクールバスの運行計画案について 

（3）校歌の作成について 

第８回 

平成 29 年 8 月 8 日（火） 

午後 7 時～ 

小川総合支所  

第１，第２会議室 

（1）スクールバスの運行計画案の修正について 

（2）歌詞の募集について 

（3）体操服等について 

第９回 

平成 29 年 9 月 4 日（月） 

午後 7 時～ 

小川総合支所 

第１，第２会議室 

（1）校歌の作成について 

（2）準備委員会への報告について 

 

 

 

 

２ 各協議事項 

（１）校章について 

第９回準備委員会で報告したとおり，藤代範雄氏へ校章の作成を依頼し，第7回総務・

通学部会に藤代氏に参加いただき，校章の作成についてディスカッションを行った。 

 

調査検討結果 

「伝統的」・「慣れ親しんだもの」・「全く新しいもの」をイメージする３案を作成し，そ

れを１２月開催予定の準備委員会で，藤代氏が発表する。 

また，その場で，準備委員会委員全員での選定を行うこととした。 

 

 

 

資料１ 
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（２）校歌について 

校歌作成の先行事例を参考に，作成の依頼を誰にするかの検討を行い，基本的な考え方

として，作詞・作曲の依頼は，地域に関わりのある人を優先して選考するとしたうえで，

調査を行った。 

また，作詞について，地域全体で，校歌の作成に関われるように歌詞の一部を募集する

こととした。 

 

調査検討結果 

作曲を依頼する人として，東京芸術大学音楽部音楽研究センター音響研究室教育研究助

手の田川めぐみ氏（橘小学校卒）を候補とした。また，作詞は，田川氏から推薦いただい

た声楽家の河野陽介氏を候補とした。 

募集については，歌詞の一部のみとせずに校歌素材として，校歌に取り入れたい言葉，

校歌のイメージ等を募集することとした。 

 

【参考１】基本的な考え方及び先行事例 

【参考２】作成依頼候補者プロフィール（作曲；田川めぐみ，作詞；河野陽介） 

【参考３】校歌素材募集要項（案） 

 

 

（３）体操服等について 

第１０回の準備委員会において，意見のあった下記の２点について協議を行った。 

・３種類の体操服が混在することで，学校が管理上問題となることは無いか。 

・平成３０年度の新一年生に対する購入の案内について 

 また，体操服等の校名プリント等が入った参考品をもとに確認を行った。 

 

調査検討結果 

第１０回の意見について，両学校長から学校での検討の報告があり，管理上の問題は無

く，平成３０年度の新入生への説明会においては，新しい体操服等の購入を案内すること

とする。 

また，提案では，半ズボンの左すそに校名プリントを入れることとなっていたが，無く

すこととした。 

 

（４）通学体制・通学路等・スクールバスについて 

通学距離基準を3ｋｍとして，スクールバスの利用対象の検討を行う。 

さらに，運行経路，乗降場所を合わせ検討するため小川南小学校スクールバス運行計画

案を作成した。 

 

 

調査検討結果 

 別紙「小美玉市立小川南小学校スクールバス運行計画案」のとおり。 
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３ 今後の予定（今年度） 

（１）校章について 

12月に開催予定の準備委員会において，校章案の発表及び選定を行う。 

 

（２）校歌について 

校歌素材募集を実施し，総務・通学部会で，提供する歌詞等の選定を行う。 

準備委員会に選定した歌詞等を報告し，作曲・作詞の依頼を行う。 

 

（３）体操服等について 

準備委員会での検討を終了する。 

導入へむけて，茨城トンボ株式会社への依頼，新しい体操服等の周知を行っていく。 

 

（４）通学体制・通学路等・スクールバスについて 

  利用者負担を検討する。 



校歌の作成方法について 

 

    １１１１    作成に関する基本的な考え方作成に関する基本的な考え方作成に関する基本的な考え方作成に関する基本的な考え方    

(1) 小川南小学校の校歌を新しく作成する。 

(2) 統合前年度の第2学期中を目途として作成する。 

(3) 作成を依頼する場合には，地域との関わりがあり，情景等を理解している方とする。 

 

    ２２２２    作成の方法作成の方法作成の方法作成の方法    

【作 詞】 

(1) 校歌の歌詞に入れたい言葉，フレーズを募集し，募集のあった言葉などをもとに，

部会の中である程度の絞込みを行う。 

     最終的な構成は，音楽に精通した専門家や教員等に依頼する。 

(2) 委員の方から知人等を推薦していただき，選考した上で依頼する。 

  【作 曲】 

(1) 委員の方から知人等を推薦していただき，選考した上で依頼する。 

 

    ３３３３    作成までのスケジュール作成までのスケジュール作成までのスケジュール作成までのスケジュール（募集を行った場合）（募集を行った場合）（募集を行った場合）（募集を行った場合）    

    7月  総務・通学部会(第7回)・・・作成方法の検討，作曲者等の選定 

    8月  総務・通学部会(第8回)・・・歌詞募集要領の検討 

    9月  準備委員会(第10回)・・・・上記の部会決定事項について報告 

    10月  【歌詞に入れたい言葉などの募集】 

    11月  総務・通学部会(第9回)・・・募集結果の整理，集約 

    12月  準備委員会(第11回)・・・・上記の部会決定事項について報告 

    12月  【歌詞及び作曲の制作依頼】 

   3月以降  校歌完成 

参考１ 



◎校歌作成の参考 

学校名 作詞 作曲 期間 選考方法 

茨城町立青葉小 

（H27.4開校） 

マシコタツロウ マシコタツロウ 約６ヶ月 

委員からの推薦 

茨城町立葵小 

（H28.4開校） 

マシコタツロウ マシコタツロウ 約６ヶ月 

青葉小の校歌作

成したことから

再度依頼する。 

かすみがうら市

立霞ヶ浦南小 

（H28.4開校） 

松井 孝夫 松井 孝夫 約６ヶ月 

市内の小中学校

音楽教諭にアン

ケートを実施し，

参考にした。 

かすみがうら市

立霞ヶ浦北小 

（H28.4開校） 

松井 孝夫 松井 孝夫 約６ヶ月 

市内の小中学校

音楽教諭にアン

ケートを実施し，

参考にした。 

※茨城町は葵小の校歌作成の際，先に作成していた青葉小との同町内としての統一感を選考理由

のひとつとしている。 

※かすみがうら市は同時の依頼であったが，同一市内としての統一感を狙いとして同一人に依頼

している。 

鉾田市立 

鉾田北小 

（H28.4開校） 

金沢 智恵子 橋本 祥路 約６ヶ月 

音楽教科書作成

会社からの推薦

で，作成依頼す

る。作曲者は行方

市麻生東小でも

作曲している。 

行方市立北浦小 

（H28.4開校） 

阿部幸子（ペンネ

ーム：黒羽由紀

子） 

吉田 彦次 

３～４ヶ月 

（詳細不明） 

作詞については

詳細不明。 

作曲は元音楽教

諭。現在も行方在

住。 

行方市立玉造小 

（H26.4開校） 

菅谷 千明 八木沢 教司 詳細不明 

作詞は教育委員

長が行う。 

作曲は専門家で

ある。 

取手市立 

取手西小 

（H28.4開校） 

大野 靖之 山下 祐加 約６ヶ月 

部会で推薦し，上

位機関で協議の

上決定。 

 



◎小川小学校校歌歌詞 

 

◎橘小学校校歌歌詞 

 



田川 めぐみ 

1988年生まれ，茨城県小美玉市出身（小川ニュータウン）。 

クラシックからポップス，ジャズ，映画音楽などの作編曲，音楽教育事

業やアプリケーションコンテンツのための音源制作を行う。 

ピアノ，キーボード，ハモンドオルガン，鍵盤ハーモニカなどの演奏活

動も行う。 

ピアノ演奏ではゲーム音楽，アニメ，テレビドラマ楽曲の演奏に参加。 

東京芸術大学作曲科卒業，同大学院音楽研究科作曲専攻修士課程終了。

学内にて安宅賞，卒業時にアカンサス音楽賞

1

，修了時に大学院アカン

サス音楽賞受賞。 

現在，同大学音楽学部音楽研究センター音響研究室教育研究助手。 

  

                        

1

 「アカンサス賞」は芸大の学部生、「大学院アカンサス音楽賞」は修士の学生の中

で、各科（作曲、ピアノ、声楽、古楽、など）から優秀な成績を修めた学生若干名

に授与 

参考２ 

 



河野 陽介(かわの ようすけ) 

 

 茨城県神栖市出身。千葉県立佐原高等学校卒。東京藝術大学音楽学部声楽科卒。 

これまで声楽を、寺谷千枝子、シュテファン・ゲンツ、渡辺明、渡辺一夫の各氏に師事。 

 

 ソリストとして、ベートヴェン作曲「交響曲第九番」を中央区交響楽団と、フォーレ作曲「レ

クイエム」をアンサンブル金沢と共演する。 

 

 合唱指導にも定評があり、佐野第九演奏会にて合唱指揮を務め、飯森範親氏、松尾葉子氏か

ら絶賛を博した。 

 全国各地で音楽活動を展開する傍ら、地方在住にこだわり地域に密着した文化芸術の振興に

携わる。 

 小美玉市との関わり合いは深く、四季文化館みの〜れや小川文化センターアピオスにおける

ボランティア活動やイベントへの出演、市内小学校での合唱指導などに携わってきた。 

 かねてより、母校である東京藝術大学非常勤講師の西島央の呼びかけによって「ふるさとの

4 番を作る」プロジェクトに参加し，これに感化され、地元である神栖市の大野原小学校で同

様のプロジェクトを行なった。編曲は、小美玉市出身の作曲家 田川めぐみさんが担当した。 

 

現在、劇団四季「ノートルダムの鐘」、BS-TBS「日本名曲アルバム」出演中。 

NHK E テレ「ムジカ・ピッコリーノ」原語・歌唱指導。渋谷クロス FM パーソナリティ。 

 

※「ふるさとの 4 番を作る」プロジェクト 

平成２１年に、東京の麻布高校で、外部講師を務める西島央先生（首都大学東京准教授）が，

「自分たちの心のよりどころとなるふるさとの４番の歌詞を作ることで、なぜふるさとが日本

人の心のよりどころになっているかを歌詞の内容から読み解きながら、国家とは何かを考える

きっかけとしたい」と考え始まったプロジェクト。 

 

 



小美玉市立小川南小学校「校歌素材」募集要項（案） 

 

１ 目 的 

小美玉市立小川南小学校の校歌を作成するにあたり，「校歌素材」として，歌詞に取り入れたい

言葉や校歌のイメージ等を募集し，新しい学校にふさわしい校歌を作成する事を目的とする。 

 

２ 応募期間 

平成  年  月  日（ ）～平成  年  月  日（ ）（郵送の場合は当日消印有効） 

 

３ 応募資格 

 (1) 小川小学校・橘小学校・小川南中学校の児童・生徒及び保護者 

 (2) 小川小学校区・橘小学校区に在住の方 

 (3) 小川小学校・橘小学校・小川南中学校の卒業生の方 

 

４ 応募内容 

「校歌素材」とは，歌詞に取り入れたい言葉や校歌のイメージ等とします。 

歌詞に取り入れたい言葉は，小川南小学校の校歌の歌詞にふさわしいと思う言葉・フレーズとし

ます。また，校歌のイメージ等は，歌詞の内容，曲調等校歌全体についてのご意見とします。 

なお，歌詞全部を募集するものではありません。 

 

５ 応募方法 

応募用紙（任意様式可）に以下のことを記入し，応募箱に投函するか，郵送またはファックス，

メールにて応募する。 

(1)歌詞に取り入れたい言葉 

(2)校歌にこめたい想い 

(2)応募者の住所，氏名及び応募資格区分 

 

６ 応募先 

(1) 応募用紙の提出先（応募箱と応募用紙の設置場所） 

市役所小川総合支所，小川文化センターアピオス，小川図書館，小川南中学校，小川小学校，

橘小学校 

(2) 郵送・ファックスの場合（問い合わせ先） 

〒311-3492 小美玉市小川4-11 

小美玉市教育委員会 施設整備課 学校づくり推進係 宛 

TEL：0299-48-1111 FAX：0299-48-1199 

(3) メールの場合（応募先） 

shisetsu@city.omitama.lg.jp 

本文に必要事項を記入して送信するものとする。（添付ファイルでの応募は不可） 

 

参考３ 



７ 周知方法 

(1) 市ホームページへの掲載及び各世帯に応募用紙を兼ねた統合準備委員会たよりを配布 

 (2) 応募用紙を市役所小川総合支所，小川文化センターアピオス，小川図書館に備え置く 

 (3) 学校を通じて，小・中学校の児童・生徒に応募用紙を配布 

 

 

８ 校歌（歌詞）の作成方法 

 応募のあった「校歌素材」から，歌詞の作成を依頼する作詞家に提供するものを選考します。 

 

９ 校歌の発表 

 校歌の完成は，準備委員会だより等にて周知いたします。 
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基本的な考え方

・利用基準

行政区名 距離 児童数 １年生 ２年生 ３年生 低学年 ４年生 ５年生 ６年生 高学年

1 倉数川向 完全３kmを越す 13 2 3 4 9 1 2 1 4

2 与沢百里 完全３kmを越す 6 1 2 3 2 1 3

3 清水頭 完全３kmを越す 16 4 5 4 13 3 3

4 下田（二） 完全３kmを越す 4 2 1 3 1 1

5 外之内 完全３kmを越す 28 5 4 5 14 6 3 5 14

6 倉数川前 完全３kmを越す 19 4 5 9 4 2 4 10

7 与沢 完全３kmを越す 21 3 4 4 11 2 5 3 10

8 宮田 完全３kmを越す 5 2 2 4 1 1

9 小川ニュータウン 行政区の中に３ｋｍ地点 25 3 7 4 14 4 4 3 11

10 下田（一） 行政区の中に３ｋｍ地点 8 2 1 2 5 3 3

11 羽木上 行政区の中に３ｋｍ地点 16 2 4 2 8 1 3 4 8

12 山野 行政区の中に３ｋｍ地点 23 5 3 6 14 1 4 4 9

13 中根 行政区の中に３ｋｍ地点 19 3 3 7 13 3 2 1 6

14 田中台 ３km以内 12 2 3 2 7 3 1 1 5

合計 215 37 42 48 127 28 30 30 88

※児童数は，開校時の推計（平成29年4月現在の住民基本台帳による。）

小美玉市立小川南小学校スクールバス運行計画案

基本的な考え方にもとづき，利用基準等を下記のとおりとして，「走行計画（バス別時刻表）」を作成する。

　行政区内に3ｋｍ地点がある行政区を概ね3ｋｍ以上の行政区とする。

　小川鉾田線に歩道が無い箇所があるため，田中台を「県道が通学路となり，歩道等による安全が確保できない行政区」として対象とする。

・利用基準

教育活動に支障のないよう，以下に掲げる要件に該当する場合に，通学支援を行う。

通学距離が，概ね3km以上の行政区

通学距離が，2km以上3km未満で次の要件に該当する行政区

・少人数のために集団登下校ができない行政区

・県道が通学路となり，歩道等による安全が確保できない行政区

・運行路線及び乗降場所

運行経路は，児童の精神的負担等の軽減を図るため，最短経路を確保するとともに，通学バスの送迎に要する乗車時間は，30分以

内を基本とする。

また，体力向上等のために徒歩通学が有効であることから，通学路の安全が確保できる範囲において，乗降場所は，必要最小限の設

置とする。

別紙



ルート／距離（乗車時間） 対象行政区 人数 合計 使用する主な道路 乗降場所 (仮）

下田（二）ゴルフ場ルート 下田（二） 4 市道小101号線

7.2ｋｍ （16分） 宮田 5 県道玉里水戸線 宮田防災公園

下田（一） 8

中根 19

与沢百里公民館ルート 与沢百里 6 市道小112号線 与沢百里公民館

6ｋｍ （12分） 与沢 21 県道小川鉾田線 橘小

橘小ルート 羽木上 16 県道小川鉾田線 橘小

4ｋｍ （8分）

倉数公民館ルート 倉数川向 13 県道小川鉾田線 倉数公民館

6ｋｍ (12分） 倉数川前 19

浄水場ルート
小川ニュータウン

25 県道小川鉾田線 浄水場前（歩道）

3ｋｍ （6分） 山野 23 市道小108号線

田中台 12 市道小109号線

そららルート 清水頭 16 県道大和田羽生線 空のえき「そ・ら・ら」

6ｋｍ （12分） 外之内 28 県道小川鉾田線

・その他

32

60

44

　一番遠い距離の行政区を始点として，学校までの最短経路を基本とする。

　車両が進入して，停車できる場所とする。路上での停車は，極力，避ける。

　乗降場所までの距離は，1.5km（徒歩で30分以内）を目安とする。ただし，安全に乗降できる場所がこの範囲にない場合は，この限りでない。

　維持管理が，円滑に行えるように，公共施設の敷地等を優先して活用する。

　車両の借上げも含めた，業務委託とする。

・運行経路及び乗降場所

36

27

ゴルフ場付近（市道小101号線沿い）

1

2

3

4

5

6

16

【参照】バスについてバスについてバスについてバスについて

バスの定員は，補助席を使用しない正席のみの数とする。

参考定員数 ・マイクロバス 22人 ・中型バス 37人 ・大型バス 45人

※使用車両は，対象人数にあわせた最低台数とする。ただし，乗降場所の状況等により想定した車両が使用できない場合がある。


